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個
別
合
意
に
よ
る
労
働
法
規
制
の
適
用
除
外

｜
｜
イ
ギ
リ
ス
法
を
手
掛
か
り
に

敏

Ⅰ

は
じ
め
に

Ⅱ

日
本
に
お
け
る
個
別
合
意
に
よ
る
規
制
除
外
（
緩
和
）
を
め
ぐ
る
議
論

Ⅲ

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
個
別
合
意
に
よ
る
規
制
除
外

Ⅳ

日
本
法
へ
の
示
唆
｜
｜
試
論
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Ⅰ

は
じ
め
に

１

労
働
契
約
に
お
け
る
個
別
意
思
の
危
険
性

労
働
契
約
は
、
当
事
者
の
自
主
的
な
交
渉
の
下
で
、
合
意
に
よ
り
成
立
し
変
更
さ
れ
る
の
が
理
想
で
あ
る
（
労
契
法
一
条
）。
し
か
し
、

現
実
の
労
働
関
係
に
お
い
て
は
、
労
働
者
が
従
属
的
な
地
位
に
置
か
れ
、
使
用
者
と
対
等
な
情
報
力
・
交
渉
力
を
持
た
な
い
た
め
、
真
の
意

思
が
契
約
内
容
に
反
映
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
仮
に
労
働
者
が
真
の
意
思
に
基
づ
い
て
合
意
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
個
別
意
思
が

常
に
公
正
妥
当
な
労
働
条
件
を
も
た
ら
す
と
は
限
ら
な
い
た
め
、
労
働
者
の
意
思
を
過
度
に
強
調
す
る
と
、
労
働
保
護
法
の
本
質
が
見
失
わ

れ
る
危
険
性
が
高
い
。

こ
の
た
め
、
従
来
の
労
働
法
学
に
お
い
て
、
労
働
者
の
個
別
意
思
や
合
意
に
対
し
て
消
極
的
に
捉
え
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
そ
の
根
拠
と
さ

れ
る
の
は
、
た
と
え
ば
、
労
働
契
約
が
特
殊
な
契
約
関
係
と
し
て
、
そ
の
内
容
形
成
に
お
い
て
当
事
者
の
個
別
意
思
の
役
割
が
限
定
さ
れ
て

い
る
こ
と１

）、
労
働
者
の
個
別
意
思
よ
り
も
生
存
権
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
労
働
者
の
個

別
意
思
の
虚
偽
性
を
意
識
し
、
そ
れ
を
制
限
・
修
正
す
る
こ
と
こ
そ
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
主
流
で
あ
っ
た
と
い
え
る２

）。

２

労
使
の
個
別
意
思
・
合
意
が
も
つ
役
割
の
変
化

し
か
し
、
高
度
成
長
期
以
降
、
労
使
関
係
の
実
態
や
労
働
者
意
識
の
変
化
、
労
働
者
像
の
多
様
化
等
に
よ
り
、
労
働
者
の
個
別
意
思
・
合

意
が
従
来
よ
り
も
重
視
さ
れ
る
傾
向
に
な
っ
た
。
そ
の
う
え
、
二
〇
〇
七
年
に
制
定
さ
れ
た
労
契
法
は
、

対
等
な
立
場
に
お
け
る
合
意
」

と
い
う
合
意
原
則
を
強
調
し
て
お
り
（
三
条
一
項
）、
合
意
に
よ
る
労
働
条
件
の
変
更
、
有
期
労
働
契
約
の
不
更
新
条
項
、
労
働
契
約
の
合

（法政研究82-２･３- ）476 732
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意
解
約
等
労
使
の
個
別
合
意
な
し
に
は
実
現
で
き
な
い
場
面
も
増
え
て
い
る
た
め
、
学
説
上
も
実
務
上
も
労
働
契
約
に
お
け
る
個
別
合
意
論

へ
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る３

）。

一
方
で
、
特
に
二
〇
〇
八
年
世
界
同
時
不
況
以
降
、
労
使
関
係
に
お
け
る
利
益
状
況
が
複
雑
化
し
つ
つ
あ
る
な
か
、
労
働
法
制
の
規
制
緩

和
を
め
ぐ
る
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
労
働
者
や
企
業
の
属
性
の
相
違
を
考
慮
し
、
労
働
法
の
適
用
除
外
や
規
制
手
法
の

多
元
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
議
論
も
み
ら
れ
る４

）。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
労
働
者
の
同
意
に
基
づ
い
て
、
労
働
保
護
法
の

規
制
を
緩
和
・
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
で
き
る
と
す
れ
ば
ど
の
範
囲
ま
で
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
新
た
な
問
題
と
し
て
議
論

の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
意
味
で
は
、
労
働
契
約
の
内
容
決
定
に
つ
い
て
、
労
働
法
の
強
行
法
規
や
就
業
規
則
に
よ
る
規
制
だ
け
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
労

働
者
の
意
思
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
時
代
の
流
れ
に
沿
っ
た
考
え
と
い
え
る
。
ま
た
、
労
働
法
の
規
制
緩
和
と
雇
用
崩
壊
と
い
わ
れ
る
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
労
働
者
の
真
の
自
己
決
定
の
実
現５

）が
こ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
武
器
に
も
な
る
た
め
、
い
ま
労
使
の
個
別
合
意

と
労
働
法
規
制
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
重
要
な
意
味
を
も
つ
の
で
あ
る
。
実
際
、
後
述
（
Ⅱ
）
の
よ
う
に
、
日
本
の
裁
判
例
で
は
、

既
に
こ
の
種
の
問
題
が
争
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
法
規
制
の
適
用
を
除
外
す
る
効
果
を
も
つ
労
使
の
合
意
に
対
し
て
、
そ
の
位
置
づ
け

及
び
認
定
基
準
が
不
明
確
で
あ
る
た
め
、
大
き
な
危
険
性
を
孕
ん
で
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
二
つ
の
問
題
を

指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
ず
、
労
使
の
個
別
意
思
に
よ
る
労
働
法
規
制
の
適
用
除
外
は
、
慎
重
に
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、

個
別
合
意
に
よ
り
除
外
で
き
な
い
法
規
制
の
境
界
線
・
範
囲
の
画
定
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
議
論
は
ほ
と

ん
ど
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
次
に
、
仮
に
労
働
法
の
規
制
が
当
事
者
の
意
思
に
よ
り
除
外
さ
れ
る
場
面
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
労
働
者
が
自
由

な
意
思
に
基
づ
い
て
合
意
し
て
い
る
こ
と
を
担
保
す
る
法
的
仕
組
み
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
が
確
保
さ
れ
て
い

な
い
。

個別合意による労働法規制の適用除外（ ）
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３

本
稿
の
検
討
対
象
｜
｜
労
使
の
個
別
合
意
と
労
働
法
規
制
の
関
係

労
契
法
制
定
以
降
、
合
意
原
則
を
め
ぐ
る
裁
判
例
に
よ
る
解
釈
論
上
の
変
化
を
指
摘
し
た
野
田
教
授
は
、
か
か
る
変
化
が
、
①
強
行
法
規

の
適
用
解
除
、
②
労
働
条
件
の
不
利
益
変
更
、
③
労
働
契
約
の
終
了
、
と
い
っ
た
三
つ
の
局
面
か
ら
生
じ
て
い
る
と
説
明
し
て
お
り６

）、
課
題

整
理
の
た
め
に
参
考
と
な
る
。
本
稿
で
は
、
学
説
上
比
較
的
に
議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
②
、
③
の
局
面
を
割
愛
し
、
法
律
適
用
解
除

（
緩
和
）
に
関
す
る
個
別
合
意
の
問
題
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
し
た
い７

）。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
日
本
に
お
け
る
合
意
に
よ
る
規
制
除
外
を

め
ぐ
る
裁
判
例
の
状
況
を
確
認
し
、
そ
こ
に
現
れ
る
法
的
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
、
労
使
自
治
を
重
視
す
る
伝
統
が
あ
る
一
方
で
、

Ｅ
Ｕ
法
の
影
響
等
で
近
年
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
労
働
法
規
制
と
労
働
者
意
思
と
の
緊
張
関
係
が
鮮
明
に
描
か
れ
る
場
面
が
多
い
イ
ギ
リ
ス
法

を
素
材
に
検
討
す
る
。
最
後
に
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
対
す
る
考
察
か
ら
、
２
で
示
し
た
法
的
課
題
に
つ
い
て
日
本
法
へ
の
示
唆
を
求
め
た
い
。

Ⅱ

日
本
に
お
け
る
個
別
合
意
に
よ
る
規
制
除
外
（
緩
和
）
を
め
ぐ
る
議
論

１

判
例
上
認
め
ら
れ
て
い
る
合
意
に
よ
る
規
制
除
外

（
１
）
合
意
に
よ
る
賃
金
債
権
の
放
棄
・
相
殺
（
労
基
法
二
四
条
一
項
・
三
七
条
の
規
制
除
外
）

労
働
者
の
同
意
が
あ
っ
て
も
、
強
行
法
規
に
違
反
す
る
労
働
条
件
の
合
意
は
無
効
と
な
る
の
が
原
則
で
あ
る
（
労
基
法
一
三
条
な
ど
）。

し
か
し
、
判
例
は
、
労
働
者
の
「
自
由
な
意
思
に
基
づ
く
」
合
意
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
強
行
法
規
も
含
む
法
規
制
の
適
用
除
外
を
認
め
て

い
る
。

ま
ず
、
周
知
の
と
お
り
、
最
高
裁
は
、
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ー
イ
ン
グ
・
メ
シ
ー
ン
事
件
に
お
い
て
、
賃
金
債
権
の
放
棄
に
つ
い
て
、
労
基
法

論 説
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二
四
条
の
賃
金
全
額
払
い
の
原
則
が
、
労
働
者
が
退
職
に
際
し
て
自
ら
退
職
金
債
権
を
放
棄
す
る
旨
の
意
思
表
示
の
効
力
を
否
定
す
る
趣
旨

の
も
の
で
あ
る
と
ま
で
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
か
か
る
意
思
表
示
が
労
働
者
の
自
由
な
意
思
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
こ
と
が
明
確
で
あ
る
場
合
、
労
基
法
二
四
条
の
適
用
除
外
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る８

）。
そ
の
後
、
こ
の
種
の
合
意
は
、
退
職
金
債

権
と
借
入
金
の
相
殺
に
関
し
て
も
同
様
な
効
果
を
持
つ
こ
と
が
最
高
裁
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ９

）、
ま
た
、
こ
の
立
場
は
近
時
の
下
級
審
に
も
踏

襲
さ
れ
て
い
る10

）。

さ
ら
に
、
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
事
件
で
は
、
最
高
裁
は
、
労
働
者
の
「
自
由
な
意
思
に
基
づ
く
時
間
外
手
当
の
請
求
権
を
放
棄
す
る
旨
の
意

思
表
示
が
あ
っ
た
と
は
い
え
」
な
い
と
し
て
、
時
間
外
手
当
を
放
棄
す
る
合
意
の
存
在
を
否
定
し
た
も
の
の
、
前
掲
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ー
イ
ン

グ
・
メ
シ
ー
ン
事
件
に
示
さ
れ
た
判
断
枠
組
を
そ
の
ま
ま
援
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
賃
金
債
権
を
放
棄
す
る
旨
の
意
思
表
示
が
あ
り
、

そ
れ
が
当
該
労
働
者
の
自
由
な
意
思
に
基
づ
く
こ
と
が
明
確
で
あ
る
場
合
、
労
基
法
三
七
条
に
基
づ
く
割
増
賃
金
規
制
の
適
用
を
放
棄
（
除

外
）
す
る
余
地
を
認
め
て
い
る11

）。
実
際
、
下
級
審
の
裁
判
例
で
は
、
労
働
者
は
「
今
回
受
領
し
た
割
増
賃
金
以
外
に
、
貴
社
に
対
す
る
賃
金

債
権
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
の
文
言
が
記
載
さ
れ
た
確
認
書
を
署
名
捺
印
の
う
え
、
提
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
社
労
士
の
説
明
を
受
け
た
う

え
で
な
さ
れ
た
こ
と
、
確
認
書
に
「
自
ら
の
自
由
な
意
思
」
に
基
づ
き
確
認
な
い
し
了
承
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

等
の
事
情
の
下
に
、
上
記
意
思
表
示
が
自
由
な
意
思
に
よ
る
も
の
と
認
め
る
に
足
り
る
合
理
的
な
理
由
が
客
観
的
に
存
す
る
と
判
断
し
、
割

増
賃
金
債
権
の
放
棄
と
し
て
有
効
性
を
認
め
た
も
の
も
あ
る12

）。

（
２
）
合
意
に
よ
る
有
期
労
働
契
約
の
更
新
制
限
と
雇
止
め
法
理
（
労
契
法
一
九
条
）
の
適
用
除
外

次
に
、
労
契
法
一
九
条
二
号
は
、
労
働
者
に
お
い
て
、
有
期
労
働
契
約
の
期
間
満
了
時
に
そ
の
契
約
が
更
新
さ
れ
る
も
の
と
期
待
す
る
こ

と
に
つ
い
て
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
有
期
労
働
契
約
の
更
新
拒
絶
（
雇
止
め
）
に
つ
い
て
所
定
の
条
件
の
も
と
で
労

働
契
約
の
「
申
込
み
を
承
諾
し
た
も
の
と
み
な
す
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、

今
回
の
契
約
を
最
終
契
約
に
す
る
」
等
い
わ
ゆ
る
「
不
更
新

（82-２･３- ）735 479
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条
項
」
等
の
個
別
合
意
は
、
労
契
法
一
九
条
の
適
用
条
件
と
な
る
労
働
者
の
更
新
へ
の
合
理
的
期
待
を
遮
断
し
、
上
記
規
制
の
適
用
を
除
外

す
る
効
果
を
も
つ
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
判
例
は
、
こ
れ
ら
の
合
意
の
成
立
に
つ
い
て
慎
重
に
認
定
す
べ
き
と
す
る
も
の13

）が
少

な
く
な
い
一
方
で
、
使
用
者
が
十
分
に
説
明
し
、
厳
正
な
手
続
き
を
踏
ま
え
た
場
合
、
か
か
る
合
意
の
成
立
を
認
め
、
労
契
法
一
九
条
に
基

づ
く
解
雇
法
理
の
類
推
適
用
を
否
定
し
た
も
の
も
あ
る14

）。

（
３
）
合
意
に
よ
る
不
利
益
取
扱
い
禁
止
規
制
（
雇
均
法
九
条
三
項
）
の
除
外

最
後
に
、
雇
均
法
九
条
は
、
産
前
産
後
休
業
等
の
母
性
保
護
措
置
を
請
求
・
取
得
し
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
解
雇
そ
の
他
の
不
利
益
取
扱

い
を
禁
止
し
て
い
る
が
、
近
時
の
最
高
裁
判
例15

）は
、
以
下
の
よ
う
に
、
労
働
者
の
合
意
に
基
づ
い
て
同
条
に
よ
る
規
制
の
適
用
を
除
外
す
る

可
能
性
を
認
め
て
い
る
。
同
判
決
は
、
一
方
で
「
女
性
労
働
者
に
つ
き
妊
娠
中
の
軽
易
業
務
へ
の
転
換
を
契
機
と
し
て
降
格
さ
せ
る
事
業
主

の
措
置
は
、
原
則
と
し
て
同
項
﹇
均
等
法
九
条
三
項
﹈
の
禁
止
す
る
取
扱
い
に
当
た
る
」
と
し
な
が
ら
、
他
方
で
、

当
該
労
働
者
が
軽
易

業
務
へ
の
転
換
及
び
上
記
措
置
に
よ
り
受
け
る
有
利
な
影
響
並
び
に
上
記
措
置
に
よ
り
受
け
る
不
利
な
影
響
の
内
容
や
程
度
、
上
記
措
置
に

係
る
事
業
主
に
よ
る
説
明
の
内
容
そ
の
他
の
経
緯
や
当
該
労
働
者
の
意
向
等
に
照
ら
し
て
、
当
該
労
働
者
に
つ
き
自
由
な
意
思
に
基
づ
い
て

降
格
を
承
諾
し
た
も
の
と
認
め
る
に
足
り
る
合
理
的
な
理
由
が
客
観
的
に
存
在
す
る
と
き
…
…
は
、
同
項
の
禁
止
す
る
取
扱
い
に
当
た
ら
な

い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
最
高
裁
は
、
労
働
者
が
自
由
な
意
思
に
基
づ
い
て
降
格
を
合
意
し
た
と

認
め
ら
れ
れ
ば
、
雇
均
法
九
条
三
項
に
よ
る
不
利
益
取
扱
い
禁
止
の
規
制
も
事
実
上
放
棄
で
き
る
と
認
め
た
の
で
あ
る
。
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２

今
後
予
想
さ
れ
る
合
意
に
よ
る
規
制
の
除
外

（
１
）
労
働
時
間
規
制
の
除
外

以
上
、
既
に
裁
判
例
で
示
さ
れ
た
、
労
使
の
個
別
合
意
に
よ
り
法
律
規
制
の
適
用
が
除
外
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
場
面
を
考
察
し
た
が
、

近
時
の
立
法
動
向
に
注
目
す
る
と
、
こ
う
し
た
場
面
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

ま
ず
、
労
働
時
間
規
制
の
適
用
除
外
に
関
し
て
、
二
〇
一
五
年
四
月
三
日
、
政
府
は
一
定
年
収
以
上
で
高
等
な
専
門
職
に
就
く
労
働
者
を

労
働
時
間
規
制
か
ら
除
外
す
る
、

特
定
専
門
業
務
・
成
果
型
労
働
制
」

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
）
を
盛
り
込
ん
だ
労
基
法
改
正

案
を
閣
議
決
定
し
、
第
一
八
九
回
国
会
に
提
出
し
た
。
か
か
る
法
案
に
よ
れ
ば
、
職
務
の
範
囲
が
明
確
で
一
定
の
年
収
（
少
な
く
と
も
一
、

〇
〇
〇
万
円
以
上
）
を
有
す
る
労
働
者
が
、
高
度
の
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す
る
等
の
業
務
に
従
事
す
る
場
合
に
、
健
康
確
保
措
置
等
を
講

じ
る
こ
と
、
本
人
の
同
意
や
委
員
会
の
決
議
等
を
要
件
と
し
て
、
労
働
時
間
、
休
日
、
深
夜
の
割
増
賃
金
等
の
規
定
が
適
用
除
外
と
な
る
。

（
２
）
合
意
に
よ
る
無
期
転
換
権
（
労
契
法
一
八
条
）
の
放
棄
（
規
制
除
外
）

次
に
、
二
〇
一
二
年
労
契
法
改
正
に
伴
い
導
入
さ
れ
た
有
期
契
約
労
働
者
の
無
期
転
換
ル
ー
ル
（
一
八
条
）
に
つ
い
て
、
同
条
の
要
件
を

満
た
し
た
労
働
者
の
無
期
契
約
転
換
権
の
放
棄
・
不
行
使
に
関
す
る
個
別
合
意
の
問
題
が
今
後
顕
在
化
し
て
く
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る16

）。

こ
の
点
、
労
契
法
施
行
通
達
（
第
五
｜
四
（
二
）
ォ
）
は
、
無
期
転
換
権
発
生
前
に
な
さ
れ
た
今
後
無
期
転
換
を
申
し
込
ま
な
い
と
す
る
合

意
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
趣
旨
を
没
却
す
る
も
の
で
あ
り
、
公
序
に
反
し
て
無
効
と
な
る
と
し
て
い
る
も
の
の
、
無
期
転
換
権
発
生
後
に
な

さ
れ
た
か
か
る
権
利
を
行
使
し
な
い
合
意
に
つ
い
て
は
直
接
に
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
、
学
説
上
、
後
者
の
合
意
の
効
力
に
つ
い
て
、

現
に
無
効
説17

）か
ら
放
棄
可
能
説18

）ま
で
多
彩
な
解
釈
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
が
、
無
期
転
換
権
申
込
権
が
現
実
に
行
使
可
能
と
な
る
二
〇
一
八

年
四
月
以
降
（
施
行
日
か
ら
五
年
経
過
後
）、
さ
ら
に
議
論
が
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
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個別合意による労働法規制の適用除外（ ）



以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
判
例
で
は
、
労
働
者
の
同
意
に
よ
り
強
行
法
規
の
規
制
の
適
用
を
除
外
す
る
可
能
性
が
既
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
場
合
、
労
働
者
の
自
由
な
意
思
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
必
須
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
何
を
も
っ
て
自
由
な
意
思
と
い
え
る
か
、

そ
の
判
断
が
容
易
で
は
な
い19

）。
実
際
、
特
定
の
合
意
が
有
効
に
存
在
し
、
法
規
制
の
適
用
を
除
外
す
る
効
果
を
も
つ
か
否
か
は
、
個
別
事
案

の
具
体
的
事
情
（
使
用
者
に
よ
る
説
明
、
書
面
性
、
記
載
文
言
等
）、
裁
判
官
の
解
釈
の
幅
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
。
そ
の
結
果
、
労
使

双
方
に
と
っ
て
は
予
測
が
困
難
で
あ
り
、
と
り
わ
け
労
働
者
は
法
的
効
果
を
事
前
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ず
、
十
分
な
情
報
と
熟
慮
の
上

で
自
由
な
意
思
を
形
成
す
る
ケ
ー
ス
が
少
な
い
。

ま
た
、
よ
り
根
本
的
な
問
題
と
し
て
、
判
例
は
、
賃
金
債
権
の
放
棄
に
つ
い
て
ま
で
適
用
除
外
の
可
能
性
を
認
め
て
い
る
が
、
自
由
な
意

思
に
基
づ
く
合
意
だ
け
で
排
除
で
き
る
法
律
規
制
の
範
囲
や
限
界
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
Ⅱ
２
で
検
討
し
た
よ
う
に
、

労
契
法
施
行
に
伴
う
合
意
原
則
の
強
調
と
近
年
の
規
制
緩
和
政
策
の
推
進
に
よ
り
、
労
働
者
の
同
意
に
よ
る
規
制
除
外
の
場
面
が
増
え
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
労
働
者
保
護
の
面
で
様
々
な
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

Ⅲ

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
個
別
合
意
に
よ
る
規
制
除
外

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
い
く
つ
か
の
法
制
度
の
も
と
に
、
個
別
合
意
に
よ
る
法
規
制
の
適
用
除
外
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
以
上
見

た
日
本
法
の
状
況
に
比
べ
る
と
、
適
用
除
外
の
範
囲
及
び
合
意
認
定
の
基
準
が
明
確
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
、
日
本
と
同
様
に
労
働
法

の
規
制
緩
和
が
進
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
労
働
者
の
個
別
意
思
に
よ
る
規
制
の
適
用
除
外
が
広
が
る
傾
向
に
あ
る
。
以
下
で
は
、
労
働
者
の

個
別
合
意
に
基
づ
く
三
つ
の
労
働
法
規
制
の
適
用
除
外
制
度
（
①
労
働
時
間
上
限
規
制
の
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
制
度
、
②
株
の
付
与
と
引
換
え

に
不
公
正
解
雇
の
申
立
権
等
を
放
棄
す
る
「
株
主
被
用
者
」
制
度
、
③
不
公
正
解
雇
の
申
立
権
を
訴
訟
前
に
放
棄
す
る
「
和
解
契
約
」
制

度
）
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
制
度
の
仕
組
み
、
法
的
効
果
、
利
用
実
態
及
び
問
題
点
に
対
す
る
考
察
を
通
じ
て
、
日
本
法
の
改
革
方
向
性
の

（法政研究82-２･３- ）482 738
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調
整
に
示
唆
を
求
め
る
こ
と
に
し
た
い
（
こ
の
中
で
、
労
働
時
間
規
制
の
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
は
、
Ｅ
Ｕ
法
に
基
づ
く
制
度
で
あ
る
も
の
の
、

主
に
イ
ギ
リ
ス
の
利
用
状
況
を
も
と
に
検
討
す
る
た
め
、
本
稿
の
考
察
対
象
と
し
た
）。
な
お
、
こ
の
問
題
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
に
、

労
働
者
の
契
約
上
の
権
利
を
制
限
す
る
個
別
合
意
へ
の
一
般
規
制
に
つ
い
て
も
若
干
の
検
討
を
加
え
た
い
。

１

労
働
時
間
規
制
の
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト

（
１
）
制
度
の
変
遷

イ
ギ
リ
ス
は
、
長
い
間
労
働
時
間
に
関
す
る
統
一
的
な
立
法
規
制
が
な
か
っ
た
が
、
一
九
九
六
年
Ｅ
Ｃ
労
働
時
間
指
令
（W

o
rk
in
g

 
T
im
e D

irectiv
e

）
を
施
行
す
る
た
め
に
一
九
九
八
年
労
働
時
間
規
則
を
導
入
し
、
週
労
働
時
間
の
上
限
を
四
八
時
間
と
制
限
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
同
規
則
は
、
Ｅ
Ｃ
指
令
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
労
使
の
個
別
意
思
に
よ
る
週
労
働
時
間
上
限
の
除
外
も
認
め
て
い
た
。
そ

の
た
め
、
使
用
者
は
労
働
者
の
自
由
な
意
思
に
よ
る
合
意
を
得
て
い
る
こ
と
、
労
働
時
間
の
記
録
を
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
、
労
働
者
に

一
定
期
間
（
一
七
週
間
）
に
お
い
て
週
四
八
時
間
を
超
え
て
就
業
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
も
そ
も
、
こ
の
労
働
時
間
規
制
の
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
制
度
は
、
他
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
も
利
用
し
て
い
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
は
こ
れ
を
実
際
に

広
く
活
用
し
て
い
る
代
表
的
な
国
で
あ
る
。
ま
た
、
当
初
こ
の
制
度
の
実
施
期
間
は
、
Ｅ
Ｃ
労
働
時
間
指
令
の
発
効20

）か
ら
七
年
間
と
限
定
さ

れ
て
い
た
た
め
、
二
〇
〇
三
年
末
に
欧
州
委
員
会
は
改
正
に
向
か
っ
て
審
査
手
続
き
を
開
始
し
た
が
、
そ
の
交
渉
が
数
年
間
も
続
き
難
航
し

て
い
た21

）。
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
は
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
に
こ
の
修
正
案
を
拒
否
す
る
改
正
案
を
可
決
し
、
今
な
お
労
働
時
間
の
オ
プ

ト
・
ア
ウ
ト
制
度
を
維
持
し
て
い
る
。
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（
２
）
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
合
意
書
の
締
結
と
取
消

労
働
時
間
規
制
の
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
合
意
書
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
す
べ
て
の
労
働
者
で
は
な
い
。
ま
ず
、
船
員
、
飛
行
機

や
他
の
交
通
機
関
で
勤
務
す
る
者
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
、
バ
ス
の
車
掌
、
貴
重
品
運
送
車
両
の
警
備
員
等
の
労
働
者
は
、
仮
に
自
分
の
意
思

に
基
づ
く
場
合
で
も
、
こ
の
よ
う
な
合
意
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
一
六
歳
又
は
一
七
歳
の
年
少
者
も
、
一
日
八
時
間
か
つ
一
週
間
四

〇
時
間
を
超
え
て
働
く
こ
と
が
で
き
ず
、
自
分
の
意
思
に
基
づ
い
て
こ
の
労
働
時
間
規
制
を
外
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
し
て
、
使
用
者
は
、
同
合
意
書
を
職
場
協
定
（w

o
rk
fo
rce a

g
reem

en
t

）
の
中
に
定
め
て
は
な
ら
ず
、
個
別
労
働
者
に
締
結
意
思
の

有
無
を
打
診
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
打
診
さ
れ
た
労
働
者
は
、
自
分
の
意
思
に
基
づ
い
て
締
結
す
る
か
否
か
を
決
定
し
、
拒
否
し
た
場
合

で
も
こ
れ
を
理
由
と
す
る
解
雇
そ
の
他
の
不
利
益
取
扱
い
が
禁
止
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
労
働
者
が
同
意
し
た
場
合
は
、
書
面
に
よ
る
合

意
書
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
た
だ
、
そ
の
形
式
は
特
約
で
も
、
雇
用
契
約
に
含
ま
れ
る
条
項
で
も
良
い
。）
ま
た
、
当
事
者
は
、

か
か
る
合
意
書
に
期
間
を
設
け
る
か
否
か
も
自
由
で
あ
る
が
、
通
常
次
の
よ
う
な
文
言
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「
私

（
労
働
者
の
氏
名
）
は
、
一
週
間
の
平
均
労
働
時
間
が
四
八
時
間
を
超
え
て
勤
務
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
同
意
す
る
。

私
の
考
え
が
変
わ
っ
た
場
合
、

（
三
か
月
ま
で
の
一
定
期
間
）
前
に
書
面
に
よ
り
使
用
者
に
こ
の
合
意
の
終
了
を
予
告
す

る
。」

こ
の
文
書
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
労
働
時
間
の
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
合
意
に
関
し
て
興
味
深
い
の
は
、
労
働
者
側
の
み
こ
の
合
意
を
い
つ

で
も
取
消
す
こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
場
合
、
労
働
者
は
使
用
者
に
対
し
て
少
な
く
と
も
七
日
前
に
予
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
事
前
に
書
面
で
承
諾
し
た
場
合
に
は
使
用
者
は
こ
の
予
告
期
間
を
さ
ら
に
長
く
（
最
長
三
か
月
）
設
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
労
働
時
間
規
制
の
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
制
度
は
、
労
働
者
の
同
意
に
よ
る
労
働
時
間
規
制
の
適
用
除
外
を
認
め
て
い
る
が
、

適
用
範
囲
を
明
確
に
制
限
し
て
い
る
こ
と
、
締
結
拒
否
を
理
由
と
す
る
不
利
益
取
扱
い
を
禁
止
し
て
い
る
こ
と
、
予
告
す
れ
ば
取
消
が
可
能

で
あ
る
こ
と
等
、
労
働
者
保
護
の
視
点
か
ら
制
度
的
な
担
保
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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（
３
）
利
用
実
態

実
際
、
こ
の
労
働
時
間
規
制
の
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
制
度
は
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
や
や
古
い
調
査
で
あ
る
が
、

C
a
th
erin

e B
a
rn
a
rd

教
授
の
実
証
研
究22

）に
よ
れ
ば
、
被
用
者
に
と
っ
て
、
収
入
を
増
や
す
た
め
で
あ
る
こ
と
、

病
院
、
国
際
法
律
事
務

所
等
）
仕
事
の
性
格
上
間
接
的
に
長
時
間
労
働
の
圧
力
を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
自
律
的
に
働
き
た
い
こ
と
等
が
主
な
締
結
動
機
に
な
る
。

一
方
で
、
使
用
者
に
と
っ
て
、
か
か
る
制
度
を
利
用
す
る
動
機
は
、
新
た
に
人
員
を
採
用
す
る
コ
ス
ト
を
節
約
す
る
こ
と
、
顧
客
等
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
で
あ
る
こ
と
の
ほ
か
、
Ｅ
Ｃ
指
令
に
求
め
ら
れ
る
煩
雑
な
規
制
等
を
避
け
る
と
い
う
の
も
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
る23

）。

そ
の
た
め
、
労
働
者
の
健
康
被
害
や
生
産
性
の
低
下
等
の
問
題
の
背
景
に
は
、
労
働
時
間
規
制
の
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
制
度
の
存
在
が
あ
っ
た

と
い
え
る24

）。

こ
の
よ
う
に
、
労
働
時
間
規
制
の
個
別
合
意
に
よ
る
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
制
度
自
体
は
、
長
時
間
労
働
の
弊
害
を
助
長
す
る
意
味
で
は
、
望

ま
し
い
制
度
で
は
な
い
。
し
か
し
、
制
度
設
計
の
面
に
関
し
て
、
シ
ン
プ
ル
で
明
解
で
あ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
か
ら
実
際
労
使
双
方
に

と
っ
て
利
用
し
や
す
い
こ
と
も
否
定
で
き
ず
、
こ
の
意
味
に
限
定
し
て
成
功
し
て
い
る
面
も
あ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

２

合
意
に
よ
る
不
公
正
解
雇
等
の
権
利
の
放
棄
｜
｜
「
株
主
被
用
者
」
制
度

（
１
）
制
度
の
概
要

次
に
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
二
〇
一
三
年
成
長
・
基
盤
整
備
法
（th

e G
ro
w
th a

n
d In

fra
stru

ctu
re A

ct 2013

）
第
三
一
条25

）に
よ
り
、

株

主
被
用
者
（em

p
lo
y
ee sh

a
reh

o
ld
er

）」
と
い
う
新
た
な
制
度
を
導
入
し
た
（
同
年
九
月
一
日
施
行
）。
こ
の
制
度
は
、
被
用
者
（
又
は

「
株
主
被
用
者
」
と
し
て
採
用
さ
れ
る
予
定
の
個
人
、
以
下
略
し
て
「
被
用
者
」
と
い
う
）
と
使
用
者
（
又
は
こ
れ
か
ら
使
用
者
と
な
る
会

社
、
以
下
略
し
て
「
使
用
者
」
と
い
う
）
の
間
に
、
書
面
の
合
意
に
よ
り
、
前
者
が
後
者
か
ら
二
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
以
上
の
価
値
を
有
す
る
株

（82-２･３- ）741 485
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式
を
付
与
さ
れ
る
こ
と
と
引
き
換
え
に
、
不
公
正
解
雇
の
申
立
を
は
じ
め
と
す
る
雇
用
法
上
の
重
要
な
権
利
を
放
棄
す
る
、
と
い
う
趣
旨
の

も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
株
主
被
用
者
」
に
な
る
と
い
う
個
別
合
意
は
、
後
述
（

２
））
の
要
件
を
満
た
し
成
立
す
れ
ば
、
被
用
者
は
⒜
教
育

訓
練
の
申
込
権
、
⒝
柔
軟
な
働
き
方
の
申
込
権
、
⒞
不
公
正
解
雇
の
申
立
権
、
⒟
剰
員
整
理
手
当
の
受
給
権
等
を
失
う
と
い
う
効
果
を
生
じ

る
。
一
方
で
、
当
該
合
意
に
よ
り
放
棄
で
き
な
い
権
利
も
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
「
自
動
不
公
正
解
雇
」
と
な
る
理
由

に
よ
り
解
雇
さ
れ
な
い
権
利
、
②
法
定
傷
病
手
当
、
③
法
定
母
親
・
父
親
・
養
子
休
暇
及
び
そ
の
手
当
、
④
雇
用
終
了
最
低
予
告
期
間
、
⑤

緊
急
時
の
タ
イ
ム
・
オ
フ
、
⑥
集
団
剰
員
整
理
に
関
す
る
労
使
協
議
、
⑦
事
業
譲
渡
（
雇
用
保
護
）
規
則
（
Ｔ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
）
の
適
用
、
⑧
全
国

最
低
賃
金
、
⑨
違
法
な
賃
金
控
除
の
禁
止
、
⑩
年
次
有
給
休
暇
、

休
憩
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
｜
又
は
有
期
契
約
労
働
者
へ
の
差
別
取
扱
い

禁
止
、

他
の
差
別
禁
止
、
に
関
す
る
権
利
は
当
該
合
意
に
よ
っ
て
も
放
棄
で
き
な
い26

）。

こ
の
よ
う
に
、

株
主
被
用
者
」
の
合
意
に
よ
り
除
外
さ
れ
る
規
制
の
範
囲
・
内
容
の
妥
当
性
に
は
、
議
論
の
余
地
が
あ
る
も
の
の
、
そ

の
射
程
の
限
定
が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
株
と
の
引
き
換
え
と
い
う
制
度
設
計
の
根
底
に
は
、
単
な
る
放
棄
で
は
な
く
、
労

働
者
に
一
定
の
代
償
を
払
う
こ
と
が
規
制
適
用
除
外
の
前
提
で
あ
る
と
い
う
発
想
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
２
）
手
続
的
要
件

こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
厳
格
な
手
続
的
要
件
が
課
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
使
用
者
と
被
用
者
は
、
書
面
の
契
約
を
締
結

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
前
に
以
下
の
よ
う
な
手
続
を
履
行
し
て
い
な
け
れ
ば
、
契
約
が
締
結
さ
れ
て
も
効
力
が
発
生
し
な
い
（
一

九
九
六
年
雇
用
権
法
二
〇
五
Ａ
条
（
５
））。

第
一
に
、
使
用
者
が
被
用
者
に
対
し
て
、
契
約
の
雛
形
と
し
て
放
棄
す
る
法
的
権
利
、
付
与
さ
れ
る
株
式
の
種
類
及
び
そ
れ
に
付
属
す
る

権
利
を
明
記
し
た
契
約
条
件
明
記
文
書
（w

ritten sta
tem

en
t

）
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
に
、
被
用
者
は
、
そ
こ
に
提
案
さ
れ
た
契
約
の
条
件
及
び
効
力
に
つ
い
て
、
独
立
性
を
持
つ
適
正
な
助
言
者
か
ら
助
言
を
受
け
な
け
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れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
助
言
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
①
弁
護
士
資
格
が
あ
る
者
、
②
こ
の
種
の
助
言
を
与
え
る
者
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
と
労
働
組
合
が
認
め
る
労
働
組
合
の
役
員
、
幹
部
、
組
合
員
又
は
そ
の
他
の
被
用
者
、
③
助
言
セ
ン
タ27

）ー
に
勤
め
て
お
り
、
こ

の
種
の
助
言
を
与
え
る
能
力
が
十
分
で
あ
る
と
同
セ
ン
タ
ー
に
認
定
さ
れ
た
者
、
④
国
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
法
的
助
言
者
（
法
律
専
門

家
協
会
の
会
員
）
に
限
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
上
記
助
言
の
独
立
性
を
担
保
す
る
た
め
に
、
使
用
者
は
社
内
弁
護
士
に
依
頼
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
特
定
の
弁
護
士
等
を
指
定
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
な
い
。
最
後
に
、
被
用
者
が
確
実
に
こ
の
よ
う
な
助
言
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
会
社
側
が
費
用
の
全
額
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
被
用
者
が
最
終
的
に
締
結
を
拒
否
し
て
も
こ
の
点
は
変
わ
ら
な
い
。

第
三
に
、
株
主
被
用
者
契
約
の
締
結
を
検
討
し
て
い
る
被
用
者
は
、
上
記
助
言
を
受
け
て
か
ら
、
七
日
間
の
熟
慮
期
間
を
経
過
し
て
い
な

い
と
、
当
該
契
約
の
締
結
ま
で
踏
み
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
被
用
者
の
衝
動
的
な
決
断
を
防
ぐ
た
め
に
も
重
要
な
意
味
を
も
つ
と

思
わ
れ
る
。

（
３
）
利
用
実
態

以
上
見
た
よ
う
に
、
こ
の
「
株
主
被
用
者
」
制
度
は
、
雇
用
法
上
の
重
要
な
保
護
規
制
を
放
棄
す
る
効
果
を
も
つ
労
使
の
合
意
に
つ
い
て
、

手
続
き
の
面
か
ら
厳
格
な
要
件
を
課
し
て
お
り
、
労
働
者
の
自
由
な
意
思
の
形
成
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
は
、

施
行
後
に
お
い
て
導
入
目
的
と
異
な
る
意
図
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
効
果
が
政
府
の
予
想
や
期
待
と
大
き
く
乖
離
し
て
い
る
状

況
で
あ
っ
た28

）。
こ
の
状
況
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
要
因
と
し
て
は
、
権
利
放
棄
の
代
償
と
な
る
株
式
の
発
給
・
制
度
設
計
が
複
雑
で
あ
り
、

株
の
価
額
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
た
め
、
多
く
の
会
社
が
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
コ
ス
ト
を
懸
念
し
、
同
制
度
を

活
用
す
る
意
欲
を
削
が
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
雇
用
権
利
の
放
棄
と
は
ほ
ぼ
無
関
係
で
、
既
に
株
式
が
付
与
さ
れ
て
い
る

高
級
管
理
職
の
脱
税
に
利
用
さ
れ
る
以
外
に
あ
ま
り
活
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
指
摘
が
多
い29

）。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
大
胆
に
踏

み
込
ん
だ
こ
の
新
た
な
改
革
制
度
は
、
権
利
放
棄
の
代
償
と
い
う
重
要
な
合
意
内
容
を
形
成
す
る
部
分
に
対
す
る
規
制
が
複
雑
か
つ
難
解
で
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あ
る
た
め
、
実
際
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い
制
度
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

３

事
前
の
合
意
に
よ
る
訴
訟
の
放
棄

（
１
）
制
度
の
概
要

最
後
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
訴
訟
の
放
棄
を
目
的
と
す
る
和
解
契
約
（S

ettlem
en
t a

g
reem

en
t

）
が
労
働
紛
争
の
解
決
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
い
。
和
解
契
約
（S

ettlem
en
t
 
a
g
reem

en
t

）
は
、
従
来
妥
協
契
約

（C
o
m
p
ro
m
ise a

g
reem

en
t

）
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
二
〇
一
三
年
七
月
二
九
日
に
一
九
九
六
年
雇
用
権
法
一
一
一
Ａ
条
の
改
正
に
よ
り
、

和
解
契
約
」
へ
名
称
が
変
更
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
労
働
者
が
当
該
契
約
の
定
め
る
範
囲
で
、
雇
用
審
判
所
又
は
裁
判
所
に
訴
訟
を
提

起
す
る
こ
と
を
放
棄
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
通
常
労
働
者
に
金
銭
補
償
の
ほ
か
、
再
就
職
を
ス
ム
ー
ズ
に
さ
せ
る
た
め
の
紹
介
状
を
提
供
す

る
と
い
う
条
件
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
当
事
者
ら
が
一
旦
法
的
に
有
効
な
和
解
契
約
を
締
結
す
る
と
、
被
用
者
は
雇
用
審
判
所
に

お
い
て
、
当
該
契
約
に
記
載
さ
れ
て
い
る
類
型
の
申
立
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
一
方
、
仮
に
和
解
契
約
が
締
結
さ
れ
る
に
至
ら
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
被
用
者
が
雇
用
審
判
所
に
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
り
、
交
渉
内
容
が
後
述
の
内
密
扱
い
原
則
に
よ
り
保
護

さ
れ
る
。

（
２
）
締
結
プ
ロ
セ
ス

こ
の
よ
う
な
和
解
契
約
は
、
締
結
段
階
に
お
い
て
は
柔
軟
な
プ
ロ
セ
ス
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
当
事
者
双
方
は
、
い
か
な
る
段
階
に
お
い

て
も
和
解
契
約
の
締
結
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き30

）、
相
互
に
合
意
し
た
時
間
や
場
所
で
か
か
る
提
案
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
法
的
要
件
で
は
な
い
が
、
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
行
為
準
則
に
よ
れ
ば
、
使
用
者
は
、
被
用
者
の
同
僚
、
労
働
組
合
の
役
員
等
が
被
用
者
に
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付
き
添
う
こ
と
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
実
際
、
提
案
を
受
け
た
当
事
者
（
被
用
者
で
あ
る
こ
と
が
多
い
）
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
か
否
か

は
自
由
で
あ
り
、
最
初
か
ら
話
し
合
い
を
拒
否
し
て
も
良
い
し
、
あ
る
程
度
の
交
渉
を
経
て
か
か
る
提
案
に
修
正
を
加
え
な
が
ら
合
意
達
成

の
可
能
性
を
模
索
し
て
も
良
い
。

（
３
）
内
密
取
扱
い
原
則
と
「
不
当
な
行
為
」

前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
和
解
契
約
は
、
内
密
取
扱
い
原
則
に
従
う
。
す
な
わ
ち
、
雇
用
関
係
の
終
了
等
に
関
し
て
当
事
者
が
合
意
し
た
条

件
の
詳
細
は
内
密
に
扱
わ
れ
、
後
日
雇
用
審
判
所
へ
の
不
公
正
解
雇
等
の
申
立
に
お
い
て
証
拠
と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
原
則

は
、
既
に
生
じ
た
紛
争
に
対
し
て
一
方
当
事
者
が
和
解
契
約
の
締
結
を
提
案
し
た
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る31

）。

た
だ
し
、
内
密
扱
い
原
則
が
適
用
さ
れ
る
た
め
に
は
、

不
当
な
行
為
（im

p
ro
p
er b

eh
a
v
io
r

）」
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
前
提
と
な
る32

）。

こ
こ
で
い
う
「
不
当
な
行
為
」
と
は
、
ま
ず
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
い
じ
め
、
威
嚇
、
暴
力
そ
の
他
の
犯
罪
行
為
、
虐
待
、

二
〇
一
〇
年
平
等
法
が
禁
止
す
る
各
種
差
別33

）が
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
一
方
当
事
者
（
通
常
は
被
用
者
）
に
不
当
な
圧
力
（u

n
d
u
e
 
p
res-

su
re

）
を
か
け
る
こ
と
も
こ
れ
に
該
当
す
る
。
た
と
え
ば
、
①
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
行
為
準
則
に
基
づ
く
合
理
的
な
熟
慮
期
間
を
与
え
な
い
こ
と
、

②
使
用
者
が
（
懲
戒
手
続
を
始
め
る
前
に
）
被
用
者
に
対
し
て
、
和
解
契
約
の
提
案
を
拒
否
す
れ
ば
解
雇
す
る
と
発
言
す
る
こ
と
、
③
（
一

九
九
八
年
公
益
告
発
法
（th

e P
u
b
lic In

terest D
isclo

su
re A

ct 1998

）
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
状
況
に
お
い
て
）、
被
用
者
が
使
用

者
に
対
し
て
、
和
解
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
、
使
用
者
の
社
会
的
評
価
を
傷
つ
け
る
と
脅
迫
す
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る34

）。

こ
の
よ
う
に
、
和
解
契
約
の
成
立
に
向
け
て
、
相
手
当
事
者
の
自
由
な
意
思
の
形
成
を
妨
げ
る
「
不
当
な
行
為
」
を
す
る
と
、
交
渉
内
容

が
内
密
扱
い
原
則
に
よ
る
保
護
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
交
渉
過
程
に
お
け
る
「
不
当
な
行
為
」
自
体
が
雇

用
審
判
所
へ
の
申
立
事
由
に
も
な
り
う
る35

）。
し
か
し
、
こ
れ
が
な
い
限
り
、
内
密
扱
い
原
則
の
存
在
は
、
当
事
者
間
の
自
由
な
交
渉
と
取
り

決
め
を
保
障
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
た
め
、
柔
軟
な
交
渉
が
期
待
で
き
よ
う
。
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（
４
）
手
続
的
要
件

こ
れ
に
対
し
、
和
解
契
約
が
法
的
拘
束
力
を
も
つ
た
め
に
は
、
厳
格
な
手
続
的
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い36

）。
第
一
に
、
書
面
で

の
締
結
が
必
須
条
件
で
あ
る
が
、
か
か
る
契
約
が
カ
バ
ー
す
る
申
立
や
訴
訟
の
内
容
に
つ
い
て
も
明
確
に
特
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い37

）。
第

二
に
、
被
用
者
は
、
提
案
さ
れ
た
契
約
条
件
、
雇
用
審
判
所
へ
の
申
立
権
に
対
す
る
影
響
を
含
む
法
的
効
果
に
つ
い
て
、
独
立
性
を
も
つ
適

正
な
助
言
者
か
ら
助
言
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
和
解
契
約
に
、
助
言
者
の
名
前
等
も
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
か
か
る

助
言
者
は
、
自
分
の
助
言
に
よ
り
被
用
者
が
被
り
う
る
損
失
を
カ
バ
ー
で
き
る
一
般
保
険
又
は
職
業
免
責
制
度
に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
第
三
に
、
和
解
契
約
を
提
案
し
た
当
事
者
は
、
相
手
当
事
者
に
合
理
的
な
熟
慮
期
間
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
熟
慮
期
間
が

ど
の
ぐ
ら
い
の
長
さ
か
は
具
体
的
な
状
況
に
も
よ
る
が
、
書
面
で
作
成
し
た
提
案
内
容
を
検
討
し
、
独
立
性
を
も
つ
助
言
を
受
け
る
た
め
の

期
間
を
考
慮
す
る
と
、
別
途
の
合
意
が
な
い
限
り
、
最
低
で
も
一
〇
日
（
暦
日
）
以
上
が
必
要
と
さ
れ
る
。
第
四
に
、
当
該
和
解
契
約
は
、

そ
の
有
効
性
の
前
提
と
な
る
法
的
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
こ
と
も
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
５
）
放
棄
契
約
と
妥
協
（
和
解
）
契
約
を
区
別
す
る
視
点

最
後
に
、
法
律
上
求
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
和
解
契
約
に
つ
い
て
、
使
用
者
は
被
用
者
に
代
償
を
払
っ
て
い
る
の
か
、

そ
れ
と
も
無
償
に
訴
訟
の
権
利
を
放
棄
さ
せ
て
い
る
の
か
が
、
判
例
で
は
重
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
以
下
に
み
る
裁
判
例38

）に
お
い
て
、

控
訴
院
は
、
被
用
者
が
特
定
の
雇
用
紛
争
に
つ
い
て
訴
訟
権
利
の
放
棄
を
合
意
す
る
に
際
し
て
、
使
用
者
が
情
報
開
示
義
務
を
負
う
か
否
か

は
、
当
該
契
約
の
性
格
が
（
無
償
の
）
放
棄
契
約
な
の
か
、
そ
れ
と
も
（
有
償
の
）
妥
協
契
約
な
の
か
に
も
よ
る
と
判
示
し
た
点
が
興
味
深

い
。

【
事
案
の
概
要
】

Ｙ
銀
行
は
一
九
九
〇
年
に
事
業
再
編
成
の
一
環
と
し
て
約
九
〇
〇
〇
名
の
被
用
者
を
剰
員
整
理
し
た
。
Ｘ
ら
は
剰
員
整
理
手
当
、
恩
恵
給
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付
等
の
他
、

法
令
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
又
は
衡
平
法
に
お
い
て
、
既
存
す
る
又
は
将
来
に
起
こ
り
得
る
訴
訟
に
対
し
て
の
最
大
限
か
つ
最
後

の
解
決
」
と
し
て
、
一
か
月
の
賃
金
に
相
当
す
る
金
銭
を
受
け
取
り
、
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
様
式
に
よ
る
本
件
協
定
に
署
名
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
Ｙ

は
遅
く
と
も
一
九
八
六
年
か
ら
支
払
い
不
能
に
陥
り
、
以
降
こ
の
事
実
を
隠
す
た
め
違
法
な
事
業
運
営
を
し
て
い
た
。
一
九
九
一
年
破
産
清

算
後
、
数
名
の
元
被
用
者
が
別
件
訴
訟
を
提
起
し
、
使
用
者
が
不
道
徳
か
つ
不
誠
実
な
方
式
で
事
業
を
運
営
し
た
こ
と
が
、
雇
用
契
約
上
の

黙
示
的
相
互
信
頼
関
係
維
持
条
項
に
違
反
す
る
と
し
て
、
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
と
こ
ろ
認
め
ら
れ
た
た
め
、
Ｘ
ら
も
同
様
な
理
由
に
基
づ

く
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
。
そ
こ
で
、
Ｙ
は
、
本
件
協
定
に
よ
り
Ｘ
ら
が
損
害
賠
償
請
求
権
を
有
し
な
い
と
主
張
し
た
と
こ
ろ
、
Ｘ
ら
は
、

Ｙ
が
支
払
い
不
能
及
び
不
誠
実
な
事
業
運
営
の
事
実
を
開
示
し
、
Ｘ
ら
が
こ
れ
ら
を
知
っ
て
い
た
ら
本
件
協
定
に
合
意
し
な
か
っ
た
は
ず
で

あ
る
と
反
論
し
た
。
そ
こ
で
、
高
等
法
院
衡
平
法
部
は
Ｘ
の
請
求
を
認
め
た
た
め
、
Ｙ
が
控
訴
し
た
。

【
判
旨
】
こ
の
点
で
控
訴
認
容
。

Ｘ
ら
と
Ｙ
の
間
の
「
協
定
は
『
放
棄
』
で
は
な
く
『
妥
協
』
的
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
使
用
者
は
協
定
が
結
ば
れ
る
前
に
、
被
用
者
た

ち
に
既
存
の
不
正
行
為
や
契
約
違
反
を
開
示
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
」。

放
棄
協
定
の
場
合
、
被
用
者
に
訴
訟
を
放
棄
し
て
も
ら
う
に
は
使

用
者
が
開
示
義
務
を
負
う
が
、
妥
協
協
定
の
場
合
に
は
そ
の
よ
う
な
義
務
は
な
い
。
妥
協
協
定
と
放
棄
協
定
の
本
質
的
な
区
別
は
、
後
者
に

は
代
償
が
な
い
点
に
あ
る
。『
放
棄
』
協
定
で
あ
る
か
『
妥
協
』
協
定
で
あ
る
か
は
、
契
約
の
形
式
で
は
な
く
、
そ
の
実
質
に
よ
っ
て
判
断

さ
れ
る
。」

４

雇
用
契
約
に
お
け
る
使
用
者
責
任
免
除
・
制
限
の
合
意
へ
の
一
般
規
制

本
稿
の
検
討
対
象
か
ら
若
干
離
れ
る
が
、
法
律
上
の
規
制
で
は
な
く
、
単
に
使
用
者
の
責
任
を
免
除
・
軽
減
す
る
個
別
合
意
に
対
す
る
歯

止
め
と
な
る
一
般
規
制
に
つ
い
て
も
少
し
触
れ
て
み
た
い
。
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こ
の
点
、
ま
ず
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
、
一
方
当
事
者
が
定
型
的
契
約
を
提
案
し
た
場
合
、
そ
の
中
の
特
別
（u

n
u
su
a
l

）
又
は
相
手
の
義

務
負
担
と
な
る
（o

n
ero

u
s

）
条
項
に
つ
い
て
、
相
手
当
事
者
の
注
意
を
喚
起
す
る
よ
う
合
理
的
な
措
置
を
取
る
義
務
を
負
う39

）。
次
に
、
制

定
法
上
、
雇
用
契
約
の
条
項
が
労
働
者
に
過
酷
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
場
合
、
一
九
七
七
年
制
定
の
不
公
正
契
約
条
項
法
（U

n
fa
ir
 
C
o
n
-

tra
ct T

erm
s A

ct

）
に
よ
り
無
効
と
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る40

）。
た
と
え
ば
、
人
的
損
傷
（p

erso
n
a
l in

ju
ries

）
に
関
す
る
過
失
責
任
を

否
定
・
制
限
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
免
責
条
項
等
が
同
法
に
よ
り
無
効
と
な
る
（
二
条
）
た
め
、
労
働
者
の
健
康
・
安
全
に
対
す
る
使
用

者
の
責
任
を
免
除
・
制
限
す
る
契
約
条
項
は
こ
れ
に
よ
り
規
制
さ
れ
る41

）。
し
か
し
、
こ
の
法
律
は
、
労
働
法
の
分
野
に
お
け
る
役
割
が
極
め

て
限
定
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
同
法
三
条
は
、
定
型
契
約
に
お
け
る
不
公
正
な
除
外
条
項
（u

n
fa
ir ex

clu
sio
n
 
cla
u
ses

）
を
無
効

と
し
て
い
る
が
、
判
例
は
、
雇
用
契
約
上
の
制
限
条
項
が
使
用
者
義
務
と
被
用
者
権
利
の
範
囲
を
限
定
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
た
め
、
同

法
が
禁
止
す
る
「
除
外
条
項
」
に
該
当
せ
ず
、
同
法
が
適
用
さ
れ
な
い
と
判
断
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る42

）。
そ
の
結
果
、
被
用
者
の
法

定
の
権
利
（
最
低
賃
金
及
び
不
公
正
解
雇
等
）
は
、
以
上
検
討
し
た
制
度
を
導
入
し
な
い
限
り
、
雇
用
契
約
上
の
制
限
条
項
に
よ
り
除
外
で

き
な
い43

）も
の
の
、
契
約
上
の
利
益
（b
en
efits

）
は
、
被
用
者
の
合
理
的
期
待
に
反
し
て
制
限
・
除
外
さ
れ
て
も
歯
止
め
が
ほ
と
ん
ど
き
か

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

Ⅳ

日
本
法
へ
の
示
唆
｜
｜
試
論

１

個
別
合
意
に
よ
る
「
規
制
の
選
択
的
適
用
除
外
」
の
可
能
性

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
特
定
の
法
制
度
に
基
づ
く
労
使
の
個
別
合
意
に
よ
り
、
労
働
者
に
労
働
時
間
の
上
限
規
制
、

不
公
正
解
雇
の
申
立
権
等
の
雇
用
法
上
の
権
利
を
放
棄
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
一
方
で
、
Ⅱ
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
日
本
の
裁
判
例

（法政研究82-２･３- ）492 748

論 説



も
、
個
別
合
意
に
よ
る
規
制
の
選
択
的
適
用
除
外
の
余
地
を
認
め
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
考
え
を
無
防
備
に
受
け
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
労
使
の
個
別
合
意
が
、
規
制
緩
和
改
革

の
流
れ
の
中
で
、
労
働
法
の
基
本
理
念
を
侵
食
す
る
労
働
政
策
を
正
当
化
す
る
道
具
と
し
て
利
用
さ
れ
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る44

）。
イ
ギ
リ
ス

で
は
、
一
九
九
〇
年
代
ま
で
労
働
時
間
規
制
が
立
法
よ
り
も
団
体
交
渉
に
委
ね
ら
れ
て
き
た
と
い
う
伝
統
が
あ
り
、
労
使
自
治
の
文
化
も
日

本
よ
り
発
達
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
後
述
の
手
続
的
要
件
で
合
意
の
実
質
化
を
図
っ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
の
個
別
合
意
に
よ
る
規
制

適
用
除
外
制
度
で
さ
え
、

制
度
目
標
と
さ
れ
る
）
雇
用
規
制
の
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
促
進
す
る
こ
と
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
は
評
価
し

難
く
、
む
し
ろ
数
多
く
の
問
題
点
を
残
し
て
い
る
。
ま
し
て
労
働
者
の
権
利
意
識
や
契
約
意
識
が
ま
だ
成
熟
に
程
遠
い
日
本
で
は
、
合
意
に

よ
る
法
規
制
の
適
用
除
外
と
い
う
手
法
を
認
め
る
こ
と
は
、
な
お
さ
ら
慎
重
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

２

個
別
合
意
に
よ
り
除
外
で
き
る
規
制
の
範
囲

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
で
は
、
合
意
に
よ
る
法
規
制
の
適
用
除
外
が
立
法
に
よ
り
制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
判
例
で
認
め
ら
れ
て

い
る
以
上
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
判
例
が
認
め
て
い
る
規
制
除
外
の
可
否
及
び
範
囲
に
つ
い
て
、
当
該
法
規

制
の
性
格
等
に
鑑
み
て
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
労
働
時
間
に
関
し
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
労
働
時
間
規
制
の
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
合
意
が
利
用
さ
れ
て
い
る
要
因
の
一
つ
は
、
前
述
の

と
お
り
労
働
時
間
の
算
定
・
記
録
手
続
の
煩
雑
さ
及
び
こ
れ
を
起
因
と
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を
減
ら
す
た
め
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
長
時
間
労
働

が
横
行
し
て
い
る
こ
と
の
弊
害
は
周
知
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
同
様
に
多
く
の
批
判
を
受
け
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
労
働
時

間
規
制
の
簡
素
化
・
柔
軟
化
を
図
る
た
め
に
、
個
別
合
意
に
よ
る
労
働
時
間
規
制
の
適
用
除
外
を
利
用
す
る
必
然
性
や
メ
リ
ッ
ト
は
必
ず
し

も
大
き
く
な
い
。
他
方
で
、
日
本
の
労
働
者
意
思
の
成
熟
度
を
考
え
る
と
、
労
働
者
側
の
リ
ス
ク
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
か
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ら
、
こ
の
よ
う
な
除
外
は
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
。

次
に
、
割
増
賃
金
に
関
し
て
は
、
労
働
時
間
と
の
関
連
性
が
強
い
た
め
、
上
記
の
結
論
は
割
増
賃
金
に
も
概
ね
妥
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
そ
の
他
の
賃
金
債
権
に
関
し
て
は
、
立
法
に
基
づ
く
除
外
制
度
が
な
い
限
り
、
判
例
で
認
め
る
の
は
理
論
上
説
明
し
難
い
。
こ
の
点
、

合
意
に
よ
る
規
制
が
比
較
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
で
す
ら
、
法
制
度
に
よ
る
除
外
が
み
ら
れ
な
い
し
、
既
に
な
し
た
労
働
の
対
価

で
あ
る
賃
金
債
権
へ
の
保
障
を
個
別
合
意
に
よ
り
除
外
す
る
こ
と
は
、
や
は
り
公
序
良
俗
の
違
反
に
該
当
し
、
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

ま
た
、
有
期
労
働
契
約
に
関
す
る
規
制
や
雇
均
法
九
条
に
基
づ
く
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
な
ど
そ
の
他
の
法
規
制
は
、
問
題
ご
と
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、
大
ま
か
に
言
え
ば
、
法
的
権
利
が
形
成
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
よ
っ
て
結
論
が
変
わ
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
労
契
法
一
九
条
の
適
用
は
確
定
し
た
法
的
権
利
と
は
い
え
ず
、
様
々
な
要
素
に
よ
っ
て
結
論
が
変
わ
っ
て
く
る
と
い
う
性
格
を

も
つ
。
そ
こ
で
、
不
更
新
に
関
し
て
解
雇
権
濫
用
法
理
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
結
論
（
法
的
権
利
）
が
明
確
で
あ
る
場
合
、
不
更
新
条
項
の

よ
う
な
合
意
を
し
て
も
こ
れ
を
妨
げ
る
効
力
を
有
し
な
い
も
の
の
、
同
条
の
適
用
が
定
か
で
な
い
場
合
、
一
定
の
条
件
の
下
で
、
か
か
る
合

意
を
適
用
除
外
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
一
要
素
と
位
置
付
け
て
良
い
。
こ
れ
に
対
し
、
無
期
転
換
権
や
雇
均
法
九
条
に
基
づ
く
不
利
益
取
扱

い
の
禁
止
は
、
確
立
し
た
法
的
権
利
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
権
利
を
個
別
合
意
に
よ
っ
て
放
棄
で
き
る
か
否
か
が
、
判
例
の
解
釈
に
委
ね
ら

れ
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
立
法
に
よ
り
明
確
に
保
障
さ
れ
て
い
る
労
働
者
の
法
的
権
利
の
放
棄
は
、
や
は
り
法
律
に
基

づ
く
合
意
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
際
、
合
意
に
よ
っ
て
除
外
で
き
る
か
が
、
立
法
論
と
し
て
、
当
該
法
規
制
の
性

格
に
鑑
み
て
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

３

個
別
合
意
の
実
質
化

仮
に
立
法
に
よ
っ
て
個
別
合
意
に
よ
る
法
規
制
の
適
用
除
外
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
も
、

裸
」
の
合
意
論
は
危
険
で
あ
り
、
労
働
者
が

（法政研究82-２･３- ）494 750

論 説



真
の
意
思
に
よ
り
選
択
で
き
る
よ
う
合
意
の
実
質
化
を
実
現
さ
せ
る
法
的
仕
組
み
を
整
備
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る45

）。
こ
の
点
に
関
し
て

い
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
法
制
度
は
、
労
働
者
の
自
由
な
意
思
の
形
成
を
促
進
す
る
た
め
の
手
続
的
要
件
を
重
視
し
て
お
り
、
示
唆
に
富
む
と

こ
ろ
が
多
い
。

（
１
）
明
確
性

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
個
別
合
意
に
よ
る
法
規
制
の
適
用
除
外
を
認
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
書
面
契
約
の
締
結
が
必
須
で
あ
り
、
除
外
す
る

範
囲
も
、
法
律
で
定
め
て
い
る
か
、
か
か
る
書
面
に
よ
り
明
確
に
特
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
、
日
本
の
判
例
も
書
面
化
を
重
視

す
る
傾
向
が
窺
え
る
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
立
法
等
に
よ
っ
て
最
低
条
件
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
株
主
被
用
者
制
度

と
労
働
時
間
規
制
の
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
制
度
を
対
比
す
る
と
、
制
度
自
体
の
明
解
さ
が
そ
の
実
質
的
効
果
を
大
き
く
左
右
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
労
使
双
方
の
合
意
形
成
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
合
意
が
明
確
に
文
書
化
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
事
後
的
な
法
的
救
済
が
困
難
に
な
る
と
い
う
問
題
点
も
残
る
。
そ
こ
で
、
Ⅱ

で
概
観
し
た
日
本
の
裁
判
例
を
見
る
と
、
使
用
者
側
に
よ
る
説
明
や
署
名
押
印
等
の
手
続
履
行
事
実
を
重
視
す
る
も
の
が
増
え
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
判
例
に
求
め
ら
れ
て
い
る
手
続
的
規
制
は
、
具
体
的
な
事
案
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
予
測
可
能
性
が
低
い
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

内
容
も
十
分
と
は
い
え
ず
、
よ
り
実
質
的
な
合
意
を
担
保
す
る
法
的
仕
組
み
を
探
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
２
）
実
質
的
な
合
意
を
担
保
す
る
た
め
の
仕
組
み

（
ⅰ
）
独
立
性
を
も
つ
専
門
家
に
よ
る
説
明
・
助
言

こ
れ
に
関
し
て
、
ま
ず
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
株
主
被
用
者
制
度
と
和
解
契
約
に
お
い
て
、
独
立
性
を
も
つ
専
門
家
に
よ
る
説
明
・
助
言
が

合
意
形
成
の
前
置
条
件
と
さ
れ
て
お
り
、
大
い
に
参
考
と
な
る
。
と
い
う
の
は
、
使
用
者
側
に
よ
る
説
明
だ
け
で
は
以
下
の
よ
う
な
限
界
が

あ
る
か
ら
で
あ
る46

）。
第
一
に
、
使
用
者
に
よ
る
情
報
提
供
は
具
体
的
状
況
に
対
す
る
説
明
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
労
働
者
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が
自
ら
の
法
的
権
利
へ
の
影
響
を
的
確
に
把
握
し
、
意
思
判
断
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
。
第
二
に
、
労
使
関
係
の
現
状
か
ら
み
る
と
、
使

用
者
の
説
明
は
勧
奨
の
趣
旨
を
含
ん
で
お
り
、
労
働
者
に
と
っ
て
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
労
働
者
の
自
由
な
意

思
決
定
を
促
進
す
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
形
成
を
阻
害
し
て
し
ま
う
と
い
う
逆
効
果
を
及
ぼ
す
こ
と
も
避
け
ら
れ
な
い
。
労
働
条
件
の
変
更
の

場
合
は
と
も
か
く
、
特
に
法
的
規
制
の
適
用
を
除
外
す
る
と
い
う
重
大
な
効
果
を
も
つ
合
意
の
形
成
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
使
用
者
に
よ

る
情
報
説
明
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
よ
う
に
、
独
立
性
を
も
つ
専
門
家
に
よ
る
助
言
を
通
じ
て
労
働
者
へ
の
情
報
提
供
・
説
明
義
務
を
使
用
者

に
課
し
て
い
る
場
合
、
労
働
者
は
、
か
か
る
法
律
規
制
の
除
外
を
合
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
法
的
地
位
や
権
利
喪
失
の
状
況
を
十

分
に
理
解
し
、
全
体
の
利
害
得
失
を
考
慮
し
た
う
え
で
決
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
助
言
プ
ロ
セ
ス
を
経
な
け
れ
ば
合
意
書
を

締
結
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
、
助
言
に
か
か
る
費
用
は
、
労
働
者
が
合
意
書
を
締
結
す
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
者
側
が
負

担
す
る
た
め
、
労
働
者
は
安
心
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
労
働
者
が
使
用
者
の
影
響
を
間
接
的
に
受
け
る
こ
と
な
く
、
自
由

な
意
思
に
基
づ
い
て
判
断
で
き
る
よ
う
、
助
言
を
提
供
す
る
専
門
家
の
選
定
・
依
頼
を
労
働
者
側
に
さ
せ
る
等
、
助
言
の
中
立
性
・
独
立
性

を
担
保
す
る
た
め
の
工
夫
も
重
要
で
あ
る
。

（
ⅱ
）
熟
慮
期
間

次
に
、
前
述
の
株
主
被
用
者
契
約
と
和
解
契
約
に
お
い
て
、
除
外
合
意
を
な
す
前
に
必
ず
熟
慮
期
間
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

点
も
興
味
深
い
。
労
働
者
は
、
特
定
の
利
益
の
た
め
に
、
又
は
使
用
者
の
圧
力
の
下
で
、
衝
動
的
に
権
利
を
放
棄
す
る
決
断
を
し
が
ち
で
あ

る
。
そ
の
う
え
、
こ
の
決
断
が
い
っ
た
ん
文
書
化
さ
れ
る
と
、
そ
の
後
の
法
的
介
入
に
よ
り
か
か
る
意
思
表
示
を
否
定
す
る
こ
と
は
至
難
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
述
し
た
法
的
助
言
を
受
け
て
か
ら
一
定
期
間
の
熟
慮
期
間
を
設
け
る
こ
と
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
あ
る
程
度

防
ぐ
こ
と
が
期
待
で
き
よ
う
。

（法政研究82-２･３- ）496 752

論 説



（
ⅲ
）

等
価
交
換
」
の
視
点

こ
れ
に
加
え
て
、
Ⅲ
３
（
５
）
で
考
察
し
た
和
解
契
約
を
め
ぐ
る
判
例
は
、
労
働
者
が
訴
訟
申
立
権
の
放
棄
に
合
意
す
る
代
償
を
得
た
か

を
重
要
視
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
者
が
何
の
利
益
も
得
ら
れ
な
い
の
に
、
真
意
に
基
づ
い
て
自
ら
の
法
的
権
利
を
放
棄
し
た
と
い
う

こ
と
は
通
常
考
え
ら
れ
ず
、
労
使
の
力
関
係
の
格
差
又
は
使
用
者
の
有
形
無
形
の
圧
力
に
よ
る
意
思
表
示
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
も
っ
と

も
、
代
償
が
支
払
わ
れ
る
に
し
て
も
、
そ
の
価
値
を
客
観
的
に
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
労
働
者
が
自
由
な
意
思
に
基
づ
い
て
規
制

除
外
を
合
意
し
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
ま
し
て
代
償
が
な
け
れ
ば
、
な
お
さ
ら
そ
の
よ
う
に
評
価
し
難
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
判
例
は
、
こ
こ

ま
で
触
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
代
償
あ
り
の
和
解
契
約
と
代
償
な
し
の
放
棄
契
約
を
区
別
す
る
視
点
を
取
り
入
れ
る
べ
き
と
す
れ
ば
、
代
償

措
置
や
交
換
利
益
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
の
法
規
制
に
よ
る
保
護
を
放
棄
す
る
と
い
う
合
意
は
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
（
成
立
し

な
い
又
は
無
効
で
あ
る
）。

（
ⅳ
）
柔
軟
か
つ
公
正
な
交
渉
プ
ロ
セ
ス

さ
ら
に
、
和
解
契
約
の
交
渉
過
程
に
お
い
て
、
当
事
者
間
の
や
り
と
り
が
内
密
扱
い
原
則
に
よ
り
保
護
さ
れ
、
労
使
が
積
極
的
に
か
つ
柔

軟
性
を
も
っ
て
交
渉
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
で
、
自
ら
に
有
利
な
結
果
に
導
く
た
め
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
脅
迫
等
の
「
不
当
な
行
為
」
を

行
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
日
本
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
行
為
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
相
手
当
事
者
の
意
思
表
示
の

瑕
疵
が
認
め
ら
れ
、
合
意
の
成
立
が
否
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
民
法
の
意
思
表
示
論
に
基
づ
く
主
張
や
判
断
が
容
易
で
は
な

い
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
、
合
意
成
立
に
対
す
る
予
測
可
能
性
を
高
め
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
、
法
律
で
こ
れ
ら
の
行
為
を
明
確
に

禁
止
す
る
意
義
は
大
き
い
。

（82-２･３- ）753 497

個別合意による労働法規制の適用除外（ ）



（
ⅴ
）
重
要
な
労
働
保
護
規
制
の
除
外
に
関
す
る
合
意
の
取
消

最
後
に
、
特
に
重
要
な
労
働
条
件
と
な
る
労
働
時
間
規
制
の
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
に
関
し
て
、
労
働
者
は
い
つ
で
も
そ
の
合
意
を
取
消
す
こ

と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
時
間
規
制
の
除
外
は
長
時
間
労
働
に
よ
る
労
働
者
の
健
康
被
害
を
も
た
ら
す
リ
ス
ク
が
高

い
た
め
、
い
っ
た
ん
合
意
す
る
と
か
か
る
規
制
に
よ
り
保
護
さ
れ
な
い
状
況
が
い
つ
ま
で
も
続
く
の
は
労
働
者
に
と
っ
て
過
酷
で
あ
る
。
こ

の
点
、
労
働
者
が
随
時
合
意
を
取
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
と
、
使
用
者
の
法
的
地
位
が
不
安
定
に
な
っ
て
し
ま
う
と
の
反
論
も
あ
り
得

よ
う
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
特
に
重
要
な
労
働
保
護
規
制
の
適
用
を
除
外
す
る
効
果
を
も
つ
合
意
に
関
し
て
は
、
労
働
者
の
予
期
せ
ぬ
事

態
が
生
じ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
労
働
時
間
規
制
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
危
険
性
が
あ
る
他
の
法
規
制
の
適
用
除
外
に
つ
い
て

も
、
合
意
の
取
消
と
い
う
選
択
肢
を
残
す
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
イ
ギ
リ
ス
の
個
別
合
意
に
よ
る
法
規
制
の
適
用
除
外
制
度
に
対
す
る
考
察
か
ら
、
日
本
法
へ
の
示
唆
を
試
論
し
た
。
し
か
し
、
本

稿
は
、
こ
の
よ
う
な
制
度
を
日
本
に
導
入
す
べ
き
と
す
る
趣
旨
の
も
の
で
は
な
い
。
労
働
時
間
・
賃
金
規
制
の
よ
う
に
個
別
合
意
に
よ
る
適

用
除
外
が
（
判
例
と
立
法
の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
も
）
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
法
規
制
の
意
義
を
改
め
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
し
て
、
個
別
合
意
に
よ
る
適
用
除
外
の
余
地
が
認
め
ら
れ
る
法
規
制
が
存
在
し
て
も
、
法
令
上
の
明
確
な
根
拠
に
よ
っ
て
の
み
認
め
る
べ

き
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
際
に
は
上
記
の
視
点
を
視
野
に
入
れ
、
労
働
者
の
個
別
合
意
の
実
質
化
を
図
る
た
め
の
制
度
的
工
夫
が
不
可
欠
で

あ
ろ
う
。

１
）

労
働
契
約
の
制
度
的
契
約
と
し
て
の
性
格
を
強
調
す
る
見
解
と
し
て
、
内
田
貴
『
制
度
的
契
約
論
』

羽
鳥
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
一
五
三
頁
を
参

照
。

２
）

吉
村
良
一
「
労
働
契
約
に
お
け
る
労
働
者
の
『
意
思
』
と
『
規
制
』」
根
本
到
・
奥
田
香
子
・
緒
方
桂
子
・
米
津
孝
司
編
『
労
働
法
と
現
代
法
の
理
論
・

西
谷
敏
先
生
古
稀
記
念
論
集
（
上
）』
八
頁
〜
九
頁
。

３
）

根
本
到
「
労
働
契
約
に
よ
る
労
働
条
件
の
決
定
と
変
更
」
西
谷
敏
・
根
本
到
『
労
働
契
約
と
法
』

旬
報
社
、
二
〇
一
〇
年
）
一
一
三
〜
一
一
四
頁
。
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４
）

米
津
孝
司
「
な
ぜ
労
働
法
は
強
行
法
な
の
か
」
日
本
労
働
研
究
雑
誌
五
八
五
号
（
二
〇
〇
九
年
四
月
）
五
七
頁
。
ま
た
、
合
理
性
の
存
在
や
労
働
者

の
自
由
な
意
思
が
存
在
す
る
限
り
に
お
い
て
法
律
基
準
か
ら
の
逸
脱
を
許
容
す
る
と
い
う
半
強
行
規
制
の
考
え
方
と
し
て
、
村
中
孝
史
「
労
働
契
約
概
念

に
つ
い
て
」『
京
都
大
学
法
学
部
創
立
百
周
年
記
念
論
文
集

第
三
巻

民
事
法
』

有
斐
閣
、
一
九
九
九
年
）
五
一
五
頁
、
大
内
伸
哉
『
労
働
者
代
表
法

制
に
関
す
る
研
究
』

有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
年
）
二
二
頁
等
。
一
方
で
、
裁
判
官
や
訴
訟
当
事
者
の
負
担
か
ら
こ
の
よ
う
な
見
解
に
つ
い
て
懐
疑
的
な
見

方
を
示
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
西
谷
敏
「
労
働
契
約
法
の
性
格
と
課
題
」
西
谷
敏
・
根
本
到
編
『
労
働
契
約
と
法
』

旬
報
社
、
二
〇
一
〇
）
二
二
頁
。

５
）

労
働
者
の
自
己
決
定
の
理
論
に
つ
い
て
、
西
谷
敏
『
規
制
が
支
え
る
自
己
決
定
』

法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
四
年
）
等
を
参
照
。

６
）

野
田
進
「
不
利
益
な
労
働
契
約
条
項
に
対
す
る
『
労
働
者
の
同
意
』
｜
｜
フ
ラ
ン
ス
労
働
法
に
示
唆
を
求
め
て
｜
｜
」
法
政
研
究
八
一
巻
四
号
三
一

九
〜
三
二
〇
頁
。

７
）

問
題
の
捉
え
方
に
よ
っ
て
、
こ
の
三
つ
の
局
面
が
重
な
る
部
分
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
詳
細
を
省
く
。

８
）

最
二
小
判
昭
和
四
八
・
一
・
一
九
民
集
二
七
巻
一
号
二
七
頁
。

９
）

日
新
製
鋼
事
件
・
最
二
小
判
平
成
二
・
一
一
・
二
六
民
集
四
四
巻
八
号
一
〇
八
五
頁
。

10
）

労
働
者
の
自
由
な
意
思
に
基
づ
く
合
意
の
存
在
を
理
由
に
、
株
式
褒
賞
の
形
で
賞
与
支
給
を
認
め
た
例
と
し
て
、
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
証
券
事

件
・
東
京
地
判
平
成
二
四
・
四
・
一
〇
労
判
一
〇
五
五
号
八
頁
。
こ
れ
に
対
し
、
寮
費
の
控
除
に
関
す
る
合
意
を
否
定
し
た
も
の
と
し
て
コ
ン
ド
ル
馬
込
交

通
事
件
・
東
京
地
判
平
成
二
〇
・
六
・
四
労
判
九
七
三
号
六
七
頁
。

11
）

最
一
小
判
平
成
二
四
・
三
・
八
労
判
一
〇
六
〇
号
五
頁
。

12
）

ワ
ー
ク
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
事
件
・
東
京
地
判
平
成
二
四
・
九
・
四
労
判
一
〇
六
三
号
六
五
頁
。

13
）

ダ
イ
フ
ク
事
件
・
名
古
屋
地
判
平
成
七
・
三
・
二
四
労
判
六
七
八
号
四
七
頁
等
。

14
）

近
畿
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
事
件
・
大
阪
地
判
平
成
一
七
・
一
・
一
三
労
判
八
九
三
号
一
五
〇
頁
。
ま
た
、
本
田
技
研
工
業
事
件
で
は
、
明
確
な

合
意
に
基
づ
く
不
更
新
条
項
に
つ
い
て
、

雇
用
契
約
の
さ
ら
な
る
継
続
に
対
す
る
期
待
利
益
を
確
定
的
に
放
棄
し
た
」
と
解
し
て
い
る
。

15
）

広
島
中
央
保
険
生
協
病
院
事
件
・
最
一
小
判
平
成
二
六
・
一
〇
・
二
三
労
判
一
一
〇
〇
号
五
頁
。

16
）

こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
学
説
上
既
に
多
く
の
解
釈
論
が
見
ら
れ
て
い
る
が
、
拙
稿
「
有
期
労
働
契
約
の
無
期
転
換
政
策
の
ゆ
く
え
｜
｜
特
例
の
創
設
と
合

意
の
『
乱
立
』
か
ら
み
え
る
も
の
」
法
律
時
報
八
七
巻
二
号
一
二
〜
一
五
頁
で
検
討
し
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
問
題
指
摘
だ
け
に
と
ど
め
た
い
。

17
）

西
谷
敏
『
労
働
法
（
第
二
版
）』

日
本
評
論
社
、
二
〇
一
三
年
）
四
五
〇
頁
、
毛
塚
勝
利
「
改
正
労
働
契
約
法
・
有
期
労
働
契
約
規
制
を
め
ぐ
る
解

釈
論
的
課
題
」
労
旬
一
七
八
三
‖
一
七
八
四
号
（
二
〇
一
四
年
）
二
〇
頁
等
。

18
）

菅
野
和
夫
『
労
働
法
（
第
一
〇
版
）』

弘
文
堂
、
二
〇
一
二
年
）
二
二
五
頁
、
岩
村
正
彦
‖
荒
木
尚
志
‖
島
田
陽
一
「

鼎
談

二
〇
一
二
年
労
働

契
約
法
改
正
｜
｜
有
期
労
働
規
制
を
め
ぐ
っ
て
」
ジ
ュ
リ
一
四
四
八
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
九
頁
（
島
田
発
言
）。
な
お
、
原
則
と
し
て
放
棄
は
認
め
ら

（82-２･３- ）755 499
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れ
な
い
が
、
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
と
す
る
見
解
と
し
て
、
鈴
木
俊
晴
「
無
期
転
換
権
不
更
新
の
合
意
と
有
期
契
約
不
更
新
条
項
」
労
旬
一

八
一
五
号
（
二
〇
一
四
年
）
三
六
頁
。

19
）

判
例
に
お
け
る
「
労
働
者
の
自
由
な
意
思
」
と
い
う
判
断
基
準
の
問
題
点
に
対
す
る
指
摘
と
し
て
、
野
田
・
前
掲
論
文
三
二
九
〜
三
三
三
頁
を
参
照
。

20
）

一
九
九
六
年
一
一
月
二
三
日
。

21
）

欧
州
委
員
会
は
、
二
〇
〇
四
年
に
各
加
盟
国
に
対
し
、
労
働
協
約
が
締
結
さ
れ
て
い
な
い
場
合
の
み
個
人
に
よ
る
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
を
認
め
る
こ
と

を
協
議
文
書
で
提
案
し
た
も
の
の
、
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
同
制
度
利
用
国
の
反
対
に
よ
り
通
ら
な
か
っ
た
。
同
提
案
の
修
正
案
も
翌
年
に
挫
折
し

た
が
、
数
年
間
の
交
渉
を
経
て
、
二
〇
〇
八
年
六
月
に
、
同
制
度
利
用
国
が
労
働
時
間
の
定
義
を
変
更
す
る
こ
と
で
譲
歩
す
る
代
わ
り
に
、
同
制
度
を
維

持
す
る
こ
と
で
合
意
に
達
し
た
。S

im
o
n D

ea
k
in
,
L
abou

r L
aw

(6
ed
)
(H
a
rt p

u
b
lish

in
g
,
2012)

p
p
347

348.

22
）

C
a
th
erin

e B
a
rn
a
rd
,
S
im
o
n D

ea
k
in
,
R
ich
a
rd H

o
b
b
s,
‘O
p
tin
g O

u
t o
f th

e 48
H
o
u
r W

eek
:
E
m
p
lo
y
er N

ecessity o
r In

d
iv
id
u
a
l

 
C
h
o
ice?

A
n E

m
p
irica

l S
tu
d
y o

f th
e O

p
era

tio
n o

f A
rticle 18(1)(b

)
o
f th

e W
o
rk
in
g T

im
e D

irectiv
e in th

e U
K
’
IL
J
(2003)

32(4)

223
252.

23
）

同
研
究
に
よ
れ
ば
、
使
用
者
に
と
っ
て
は
、
個
別
合
意
に
よ
る
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
制
度
の
手
続
が
明
快
で
あ
る
こ
と
、
労
働
時
間
記
録
の
面
に
お
い

て
手
間
が
少
な
い
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

24
）

た
だ
し
、
同
研
究
は
（
Ｅ
Ｕ
の
批
判
と
労
働
党
の
反
対
に
よ
り
）
同
制
度
が
廃
止
さ
れ
て
も
、
使
用
者
は
、
他
の
労
働
時
間
規
制
適
用
除
外
制
度
の

利
用
に
移
行
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
長
時
間
労
働
の
状
況
を
改
善
で
き
る
と
楽
観
視
で
き
な
い
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
同
研
究
は
、
従
業
員
代
表
制
度
等

が
発
達
し
て
い
な
い
こ
と
も
原
因
の
一
つ
と
し
て
強
調
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
詳
述
し
な
い
。

25
）

こ
れ
に
伴
い
、
一
九
九
六
年
雇
用
権
法
（E

m
p
lo
y
m
en
t R

ig
h
ts A

ct 1996

）
に
二
〇
五
Ａ
条
が
新
設
さ
れ
、
い
く
つ
か
関
連
の
改
正
が
行
わ
れ

た
。

26
）

こ
の
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
『
株
主
被
用
者
（em

p
lo
y
ee sh

a
reh

o
ld
er

）』
制
度
の
導
入
｜
｜
株
の
取
得
と
引
き

換
え
に
し
た
雇
用
諸
権
利
の
放
棄
」
季
労
二
四
六
号
（
二
〇
一
四
年
秋
号
）
二
四
七
頁
以
下
を
参
照
。

27
）

法
律
や
法
的
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
等
に
つ
い
て
助
言
を
提
供
す
る
組
織
。

28
）

使
用
者
は
、
株
主
被
用
者
契
約
を
締
結
し
た
場
合
で
も
、
政
府
に
届
出
を
す
る
か
が
任
意
で
あ
る
た
め
、
施
行
後
の
利
用
実
態
が
ま
だ
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
が
、
新
聞
報
道
を
見
る
限
り
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。S

a
ra
h N

ich
o
lso
n
,
‘N
o
t d
ea
d y

et:
em
p
lo
y
ee sh

a
reh

o
ld
er sh

a
res

(“sh
a
res

 
fo
r
 
rig
h
ts”),

(F
eb
 
20

2015)
h
ttp
: //w

w
w
.g
lo
b
a
lco
m
p
en
sa
tio
n
in
sig
h
ts.co

m
/2
0
1
5
/
0
2
/
n
o
t-d
e
a
d
-y
e
t-e
m
p
lo
y
e
e
-

sh
a
reh

o
ld
er-sh

a
res-sh

a
res-fo

r-rig
h
ts /

（
最
終
ア
ク
セ
ス
日：

二
〇
一
五
年
八
月
五
日
）、R

o
b
 
M
o
ss,

‘E
m
p
lo
y
ee-sh

a
reh

o
ld
er
 
co
n
tra
ct

 
ra
rely u

sed
’
(M
a
r 9

2015)
h
ttp
: //w

w
w
.p
erso

n
n
elto

d
a
y
.co
m
/h
r /em

p
lo
y
ee-sh

a
reh

o
ld
er-co

n
tra
cts-ra

rely
-u
sed

/

（
最
終
ア
ク
セ
ス
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日：

二
〇
一
五
年
八
月
一
五
日
）

29
）

こ
の
た
め
、
労
働
党
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
い
て
、
脱
税
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
ま
ず
こ
の
制
度
を
廃
止
す
る
内
容
を
含
む
金
融
法
案
を
成
立

さ
せ
る
と
何
度
も
宣
言
し
て
い
る
。

30
）

和
解
契
約
を
提
案
す
る
当
事
者
は
、
通
常
使
用
者
で
あ
る
こ
と
が
多
い
も
の
の
、
労
働
者
か
ら
提
案
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。

31
）

も
っ
と
も
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
、
既
存
の
紛
争
を
真
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
和
解
交
渉
等
で
交
わ
し
た
書
面
・
口
頭
の
や
り
と
り
が
後
日
裁
判
所
又
は

審
判
所
で
証
拠
と
さ
れ
な
い
、
と
い
う
「
秘
匿
特
権
（w

ith
o
u
t p

reju
d
ice

）」
の
原
則
が
存
在
す
る
。
一
九
九
六
年
雇
用
権
法
一
一
一
Ａ
条
に
基
づ
く

「
内
密
取
扱
い
原
則
」
は
、
同
原
則
と
類
似
す
る
が
、
適
用
範
囲
が
も
っ
と
広
く
、
雇
用
終
了
を
め
ぐ
る
紛
争
が
生
じ
る
前
の
交
渉
に
つ
い
て
も
適
用
さ

れ
る
。

32
）

こ
の
点
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
「
秘
匿
特
権
原
則
」
も
詐
欺
、
不
当
な
影
響
又
は
虚
偽
の
意
思
表
示
、
恐
喝
が
あ
っ
た
場
合
に
適
用
さ
れ
な
い
。

33
）

年
齢
・
性
別
・
人
種
・
障
害
・
性
的
志
向
・
宗
教
・
信
条
・
性
転
換
・
妊
娠
・
出
産
・
結
婚
・
同
性
結
婚
を
理
由
と
す
る
差
別
。

34
）

な
お
、
内
部
告
発
、
労
働
組
合
員
の
身
分
又
は
法
定
権
利
の
行
使
を
理
由
と
す
る
自
動
不
公
正
解
雇
、
契
約
違
反
及
び
不
法
解
雇
（w

ro
n
g
fu
l d
is-

m
issa

l

）
に
関
す
る
申
立
の
場
合
に
も
内
密
取
扱
い
原
則
が
適
用
さ
れ
な
い
。

35
）

た
だ
し
、

不
当
な
行
為
」
を
し
た
か
否
か
が
、
そ
の
後
の
不
公
正
解
雇
に
対
す
る
判
断
に
直
接
影
響
せ
ず
、
か
か
る
行
為
を
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、

必
然
的
に
敗
訴
す
る
こ
と
が
な
い
。

36
）

A
C
A
S C

o
d
e o

f P
ra
ctice o

n S
ettlem

en
t A

g
reem

en
ts
(u
n
d
er sectio

n 111A
 
o
f th

e E
m
p
lo
y
m
en
t R

ig
h
ts A

ct 1996).

37
）

た
と
え
ば
、

こ
れ
は
、
す
べ
て
の
類
型
の
訴
訟
を
カ
バ
ー
す
る
最
終
的
な
合
意
で
あ
る
。
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
形
を
と
る
契
約
は
、
効
力
を
有

し
な
い
。

38
）

B
C
C
I v
.
A
li a

n
d o

th
ers

﹇1999

﹈IR
L
R
226

(C
A
).

39
）

In
terfo

to P
ictu

re L
ib
ra
ry L

td v
.
S
tiletto V

isu
a
l P
ro
g
ra
m
m
es L

td

﹇1989

﹈Q
B
433

(C
A
).

40
）

イ
ギ
リ
ス
の
不
公
正
契
約
法
に
対
す
る
考
察
と
し
て
、
田
島
裕
「
標
準
契
約
に
お
け
る
不
公
正
契
約
条
項
の
効
力
」
企
業
法
学
研
究
二
〇
一
二
年
第

一
巻
第
一
号
一
〜
一
九
頁
。

41
）

Jo
h
n
sto
n
e v

.
B
lo
o
m
sb
u
ry H

ea
lth A

u
th
o
rity

﹇1992

﹈Q
B
333

(C
A
).

42
）

P
en
in
su
la B

u
sin
ess S

erv
ices L

td v
.
S
w
een

ey

﹇2004

﹈IR
L
R
 
49
(E
A
T
);
K
een v

.
C
o
m
m
erzb

a
n
k A

G

﹇2006

﹈E
W
C
A
 
C
iv 1536;

﹇2007

﹈IC
R
 
623.

H
u
g
h C

o
llin

s,
K
eith E

w
in
g
,
L
abou

r L
aw

(L
a
w
 
in C

o
n
tex

t)
(C
a
m
b
rid
g
e U

n
iv
ersity P

ress,
2013)

p
117.

43
）

一
九
九
六
年
雇
用
権
法
二
三
〇
条
（E

R
A
 
1996,

s.230.

）

44
）

同
旨
、
西
谷
・
前
掲
論
文
二
〇
〜
二
一
頁
を
参
照
。

（82-２･３- ）757 501

個別合意による労働法規制の適用除外（ ）



45
）

野
田
・
前
掲
論
文
三
四
二
頁
等
。

46
）

も
ち
ろ
ん
、
個
別
合
意
を
適
切
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
使
用
者
の
説
明
義
務
・
情
報
提
供
義
務
が
大
き
な
意
義
を
も
つ
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
こ

の
点
、
根
本
・
前
掲
論
文
一
二
六
頁
以
下
を
参
照
。

（法政研究82-２･３- ）502 758

論 説




